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1 はじめに  

ある製品の需要率と在庫量に注目して、製  

品の適正な生産率を決める生産計画問題を考  

える〔1】【2］。ここでは、製品の需要率がマルコ  

フ連鎖に従ってランダムに変化するStochastic  

ProductiollPlanning問題に対するダイナミッ  

ク・プログラミング方程式の数値解について  

考察する。   

製品の在庫量が次の確率微分方程式で表せ  

るものとする。  

∬（り＝坤トy（り， （1）  

∬（0）＝∬， y（0）＝五  

ただし，製品の在庫量を坤）∈凡製品の  

生産率坤）∈〟＝【0，d】，マルコフ連鎖  

（y（り，f≧0）とする。このとき  

J（…，i）＝E【上∞e‾αや車（瑚・刷）脾  

l∬（0）＝∬，封（0）＝よ】  

を最小にする生産率坤）を決める。ここで、  

ん（∬），タ（∬）は単位時間当たりの在庫費用、生  

産費用とする。   

マルコフ連鎖の状態空間5＝（1，2，．‥，ざ）  

は有限で、生成行列Aを  

とする。   

ここでは以下のイ反走のもとでStochastic  

ProductionPlanning問題を考察する。  

仮定（i）在庫費用ん（∬）は月の凸関数で、正  

の定数た1，た2に対して  

－た1≦／車）≦た2（1＋I∬I2）  

とする。  

（ii）生産費用タ（㍊）は〟の狭義凸関数と  

する。   

（iii）5≦dとする。  

2 最適方策  

最適費用関数u（∬，豆）＝in㌦J（祝‥∬，五）の性  

質を次に示す。  

補語1u（∬，よ）はそれぞれの盲∈ぶに対して凸   

関数で  

－た≦申，f）≦頃1＋lェl2）（3）   

となる正の定数たが存在する。   

StochasticProductionPlanning問題に対  

するダイナミック・プログラミング方程式は  

α申，i）＋ガ（∬，i，γ′（∬，五））一山（∬，盲）＝0，（4）  

∬∈月，盲∈5  

となる。ただし、  

坤，恒）＝一悪【ん（可＋タ（可＋（祝一中】，（5）   
加（ェ，i）＝∑入‘J【申，ゴト申，り】（6）  

ノ≠i  

とする。  

一入11 入12  入1β  

入21 一入22 …  入2β  

入β1 入β2   一入5β  

A＝  
，  （2）  

入ii＝∑入‘メ， 入iJ≧O  
j≠i  
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1  廟2ト一陥1）＝0（11）  
γ（ェ，哀）が凸関数の数値解をα＝0．05の場合  

について求めと、最適費用関数はFig．1，2の  

ようになる。また、最適生産方策祝＊は（9）式  

より簡単に求めることができる。  

補毘2v（x，i）がviscositysolutionで凸関数な   

らば、それぞれの五∈5に対してγ′（∬，吏）   

は存在し、連続となる。  

補題3v（x，i）はviscositysolutionとなる。  

定理1それぞれの五∈5に対して   

㌦（∬，よ）＝arg再（可＋…′（ご，五）】（7）   

は連続となる。  

補題4祝＊に村する方程式（1）の解が（t）が  

Ⅰ∬＊（t）l≦た，（f≧0）  

となる正の定数たが存在する。  

定理2申，i）＝J（祝＊：∬，ま）となる最適生産方   

策㍊＊は（7）式で与えられる。  
ー4  －2  0  2  

－1．78  0．27 1，30  

Fig．1最適費用関数∨（X，1）  3 数値例  

次に最適費用関数申，盲）と最適生産方策㍊＊  

の数値例を示す。いま、  

2 ん（∬）＝∬2， g（祝）＝て↓，  

〟＝【0，3】， 5＝（1，2），  

（  －1 il∴）  

A＝  

とする。このとき、（1）式は   

坤）＝榊），y（f）トⅧ（t），  （8）  

－4  －2  0  2  

－1．45 －0．42  1．63  

Fjg．2最適費用関数∨（×，2）  
∬（0）＝∬，  

（7）式は  

y（0）＝豆   

U′（∬，五）≧0  

－6≦γ′（∬，り＜0  

γ′（∬，り＜－6  
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（9）  

となる。また、㌦（∬，り－五＝0となる∬を念‘  

とすると、最適費用関数申，よ）に対して次の  

関係が成り立つ。  
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